
日
税
連
公
開
研
究
討
論
会
を
盛
大
に
開
催

日日
税税
連連
公公
開開
研研
究究
討討
論論
会会
をを
盛盛
大大
にに
開開
催催

【
第
一
部
】

会
社
法
・
会
計
・
税
法
の
関
わ
り
を
検
証
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宮
川
雅
夫
（
日
本
橋
）

パ
ネ
リ
ス
ト

福
島
秀
一
（
神
田
）・
石
黒

徹
（
本
郷
）

守
屋
み
ゆ
き
（
玉
川
）・
宮
森
俊
樹
（
芝
）

横
山

悟
（
玉
川
）・
奥
田
よ
し
子
（
杉
並
）

増
子
豊
彦
（
豊
島
）・
坂
部
達
夫
（
本
所
）

成
田
一
正
（
日
本
橋
）

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

菅
沼
俊
広
（
北
沢
）

第
一
部
で
は
、「
中
小
企
業
の
会
計
の

あ
り
方
を
巡
っ
て
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、

本
年
５
月
に
施
行
さ
れ
た
「
会
社
法
」

が
、
我
が
国
の
中
小
企
業
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
？
ま
た
、
税
理
士
業

務
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
？
に
つ
い

て
討
論
を
行
っ
た
。

従
来
、
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い

状
態
に
あ
っ
た
中
小
企
業
の
会
計
で
あ
る

が
、
金
融
機
関
の
融
資
方
針
の
転
換
等
を

始
め
と
す
る
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応

し
、
今
後
は
、
適
正
な
会
計
情
報
の
積
極

的
な
開
示
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
税
理
士
は
、
会
社
法
上
に
「
会

計
参
与
」
の
資
格
者
と
し
て
明
記
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
我
が
国
の
中
小
企
業
会
計

の
質
の
向
上
の
た
め
に
そ
の
専
門
的
知
見

を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
税
理
士
は
、
税

務
の
専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
会
計
の
専

門
家
と
し
て
も
そ
の
職
業
的
使
命
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
討
論
会
で
は
、
税
理
士
が
「
会
計
参

与
制
度
」
及
び
「
中
小
企
業
会
計
指
針
」

の
担
い
手
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
く
上

の
問
題
点
を
整
理
し
、
い
く
つ
か
の
提
言

を
行
っ
た
。

同
一
会
社
に
つ
い
て
、
税
理
士
が
「
会

計
参
与
」
と
「
税
理
士
業
務
の
受
任
」
を

兼
任
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

た
だ
し
、
税
理
士
が
記
帳
代
行
業
務
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
会
計
参
与
へ
の
就
任

は
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
中
小
企
業
会
計
指
針
」
は
、
会
計
参

与
を
設
置
し
て
い
な
い
会
社
で
あ
っ
て
も

準
拠
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
会
計
参
与
に
就
任
し
な
い
多
く
の

税
理
士
に
と
っ
て
も
そ
の
対
応
が
必
須
と

な
る
。

討
論
会
で
は
、「
退
職
給
付
引
当
金
」

及
び
「
減
損
会
計
」
を
例
題
と
し
て
、
国

際
的
潮
流
の
影
響
を
受
け
た
会
計
基
準
の

考
え
方
や
「
中
小
企
業
会
計
指
針
」
の
適

用
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

さ
ら
に
、
会
計
基
準
と
税
法
と
の
乖
離

が
進
ん
で
い
く
中
で
、
税
理
士
は
、「
中

小
企
業
会
計
指
針
」
を
尊
重
し
、
確
定
決

算
主
義
を
再
構
築
す
る
立
場
か
ら
、
税
務

と
会
計
の
双
方
の
要
請
に
応
え
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

第
３４
回
日
税
連
公
開
研
究
討
論
会
は
、
７
年
ぶ
り
に
本
会
が
開
催
担
当
会
と
な
り
、
１０
月
１３
日
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
パ

ー
ク
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
来
賓
並
び
に
全
国
か
ら
の
会
員
を
含
め
た
約
１
、
０
０
０
名
が
参
加
す
る
中
、
午
前
中

か
ら
第
一
部
を
始
め
第
二
部
、
第
三
部
ま
で
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
最
後
に
東
京
大
学
名
誉
教
授

金
子
宏
氏
か
ら
の
講
評
を

も
っ
て
、
公
開
研
究
討
論
会
は
盛
況
な
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
こ
こ
に
要
旨
を
紹
介
す
る
。

コーディネーター（宮川雅夫）満席の会場

中小企業の会計のあり方は

【
第
二
部
】

個
人
所
得
税
制
の
あ
り
方
を
考
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藤
曲
武
美
（
豊
島
）

パ
ネ
リ
ス
ト

青
木
惠
一
（
上
野
）・
遠
藤
み
ち
（
豊
島
）

川
島

雅
（
四
谷
）・
佐
藤

渉
（
武
蔵
野
）

横
尾
美
紀
（
新
宿
）・
藁

信
博
（
荏
原
）

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

谷
口

誠
（
�
飾
）

続
く
第
二
部
で
は
、
テ
ー
マ
「
個
人
所

得
税
制
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
う
ち
第
Ⅰ
の
テ
ー
マ
「
経
済
格
差

と
個
人
所
得
税
制
」
で
は
、
日
本
の
高
齢

・
若
年
者
層
及
び
貧
困
・
低
所
得
者
層
の

所
得
格
差
の
拡
大
と
固
定
化
の
実
態
を
取

り
挙
げ
、
税
制
と
社
会
保
障
制
度
は
一
体

で
あ
る
と
す
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の

制
度
と
比
較
し
て
、
日
本
の
税
制
上
の
問

題
点
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
格
差
是
正
の

た
め
に
は
、
所
得
再
配
分
機
能
の
回
復
に

向
け
て
、
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
控

除
を
見
直
す
イ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
大
胆
な
カ

ッ
ト
と
、
基
礎
控
除
は
生
活
保
護
基
準
程

度
ま
で
大
幅
に
引
上
げ
る
こ
と
、
還
付
型

税
額
控
除
の
活
用
と
資
産
所
得
課
税
の
見

直
し
な
ど
４
本
柱
の
改
正
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
提
唱
し
た
。

ま
た
、
第
Ⅱ
の
テ
ー
マ
「
少
子
・
高
齢

化
社
会
と
個
人
所
得
税
制
」
で
は
、
日
本

の
出
生
率
と
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
実
状

を
挙
げ
、
高
額
所
得
者
ほ
ど
有
利
と
な
っ

て
い
る
扶
養
控
除
の
問
題
点
や
人
的
控
除

の
不
備
を
指
摘
し
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止

な
ど
人
的
控
除
の
全
面
見
直
し
と
税
額
控

除
、
社
会
保
障
の
一
体
的
活
用
を
提
案
し

た
。
あ
る
べ
き
税
制
と
し
て
、
公
的
年
金

税
制
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
へ
の
政
策
的

配
慮
は
税
額
控
除
で
手
当
て
す
べ
き
こ
と

か
ら
公
的
年
金
等
控
除
制
度
を
廃
止
す
べ

き
こ
と
、
ま
た
退
職
所
得
税
制
に
つ
い
て

は
、
退
職
所
得
控
除
額
の
縮
減
や
２
分
の

１
課
税
制
度
を
Ｎ
分
の
Ｎ
乗
方
式
へ
移
行

す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
さ
ら
に
第

Ⅲ
の
テ
ー
マ
「
金
融
資
産
性
所
得
と
個
人

所
得
税
制
」
で
は
、
金
融
所
得
課
税
一
体

化
の
概
要
を
含
め
北
欧
諸
国
の
二
元
的
所

得
税
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
し
、
日
本
に

二
元
的
所
得
税
を
導
入
し
た
場
合
に
生
じ

る
問
題
点
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
諸
外
国

の
金
融
所
得
税
制
の
検
討
を
踏
ま
え
、
効

率
性
な
ど
の
観
点
か
ら
当
面
は
金
融
所
得

の
一
体
化
課
税
を
進
め
る
こ
と
が
主
張
さ

れ
た
。
そ
の
上
で
長
期
的
に
は
、
総
合
課

税
化
と
の
関
係
な
ど
の
整
備
す
べ
き
課
題

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
総
括
し

て
、
い
か
に
現
在
の
日
本
の
税
制
が
社
会

構
造
の
変
化
に
沿
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ

る
か
を
分
析
し
、
課
税
ベ
ー
ス
の
適
正
化

を
図
っ
た
上
で
、
所
得
・
税
額
控
除
、
さ

ら
に
資
産
所
得
課
税
見
直
し
の
必
要
性
を

説
い
た
。

【
第
三
部
】

現
行
税
制
の
ゆ
が
み
を
正
す
―
我
々
は
提
言
す
る
―

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

苅
米

裕
（
芝
）

パ
ネ
リ
ス
ト

青
木

丈
（
神
田
）・
青
木
優
幸
（
江
東
西
）

田
口

渉
（
向
島
）・
濱
田

桂
（
雪
谷
）

依
田
孝
子
（
大
森
）

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

矢
崎
義
光
（
西
新
井
）

続
く
第
三
部
で
は
、「
現
行
税
制
の
ゆ

が
み
を
正
す
―
我
々
は
提
言
す
る
―
」
を

テ
ー
マ
に
闊
達
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
毎
年
、
政
府
税
制
調
査
会
に
お

い
て
税
制
改
正
に
向
け
た
審
議
が
開
始
さ

れ
、
続
い
て
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
で

も
同
様
に
審
議
が
開
始
さ
れ
る
一
連
の
流

れ
を
解
説
し
た
後
、
政
府
税
調
が
諮
問
及

び
答
申
な
ど
を
原
則
公
開
と
し
て
い
る
現

状
に
対
し
、
日
本
の
税
制
を
取
り
仕
切
る

で
あ
ろ
う
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
で
の

審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
継
や
意
見
募

集
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
点
と
財
務
省

主
税
局
の
閉
鎖
性
を
指
摘
し
た
。
国
民
の

意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
情
報
公
開
に

よ
る
税
制
改
正
審
議
の
透
明
化
と
納
税
者

の
権
利
実
現
の
た
め
の
立
法
制
度
改
革
も

急
務
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

ま
た
、「
特
殊
支
配
同
族
会
社
オ
ー
ナ

ー
役
員
報
酬
の
給
与
所
得
控
除
額
の
損
金

不
算
入
措
置
」
の
制
度
が
、
対
象
範
囲
や

担
税
力
に
適
し
て
い
な
い
等
の
観
点
か
ら

廃
止
を
提
言
し
つ
つ
、
個
人
事
業
者
と
実

質
個
人
事
業
と
相
違
が
な
い
法
人
組
織
を

対
象
と
す
る
新
し
い
事
業
体
税
制
を
構
築

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

ま
た
、
減
価
償
却
制
度
、
消
費
課
税
及

び
相
続
税
の
現
状
と
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
問

題
点
を
挙
げ
、
減
価
償
却
制
度
に
つ
い
て

は
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
必
要
性
と
、

残
存
価
額
を
ゼ
ロ
と
し
て
有
形
減
価
償
却

資
産
は
備
忘
価
額
１
円
を
残
し
全
額
償
却

可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
消
費

課
税
に
つ
い
て
は
、
仕
入
税
額
控
除
の
本

質
を
見
直
し
益
税
解
消
の
た
め
の
新
た
な

施
策
を
提
言
す
る
と
と
も
に
消
費
税
率
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
相
続

税
に
つ
い
て
は
、
家
族
文
化
と
伝
統
を
保

守
し
、
資
産
格
差
を
是
正
す
る
と
と
も
に

事
業
承
継
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言

し
、
討
論
会
の
研
究
発
表
は
終
了
し
た
。

す
べ
て
の
研
究
発
表
を
終
え
、
金
子
宏

氏
よ
り
、「
充
実
し
た
討
論
で
あ
っ
た
。
第

一
部
で
議
論
さ
れ
た
会
計
基
準
と
税
法
の

乖
離
や
、第
二
部
で
の
経
済
格
差
是
正
措
置

と
し
て
の
タ
ッ
ク
ス
イ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
撤

廃
、
ま
た
、
第
三
部
で
の
税
制
改
正
の
透
明

化
に
向
け
た
パ
ブ
コ
メ
の
実
現
等
に
つ
い

て
は
自
身
も
同
じ
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
」

と
の
講
評
を
受
け
、
討
論
会
は
終
了
し
た
。

コーディネーター（藤曲武美）

あるべき税制とは

コーディネーター（苅米 裕）

議論はつづく

税制改正の流れ

新しい事業体税制の構築を金子 宏氏
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